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研究成果の概要（和文）：本研究では、主として東アジアおよび東南アジアの主要各国で活動す

る企業の人材マネジメント戦略に関する国際比較研究を、採用、人事評価・報酬・能力開発の

諸制度を含む企業の人的資源管理（ＨＲＭ）システムとそこで働く従業員行動との関係を国際

比較の視点から明らかにしようとするものである。アジア企業の定量的・定性的調査の結果、

ＨＲＭシステムが従業員の態度・行動に与えるプロセスが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research has attempted to explore the mechanisms on the relationship 
between a firm’s human resource management (HRM) systems and its employees’ work attitudes and 
behaviors from a comparative perspective of Asian firms. The findings from both qualitative and 
quantitative analysis of both firm-level and employee-level data have clarified the inner mechanisms 
regarding how the adoption of organizational HRM systems lead to efficient and effective employee 
behaviors and performance. 
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１．研究開始当初の背景 
 90 年代初頭以降、いわゆる「資源ベース理
論」の視点を組み込んだＳＨＲＭ研究が急速
に発達し、企業のＨＲＭがどの程度「企業業
績」に影響を与え、またいかなるＨＲＭの施
策（practice）や形態（configuration）が高業
績に結びつくのかという問いに答えるべく、

今日まで数多くの実証研究が遂行されてき
ている。しかしながら、ごく最近のＳＨＲＭ
の理論的研究成果や申請者の研究成果を踏
まえると、上述の理論仮説の単なる検証作業
の枠を越え、新たな理論的・実務的貢献を高
める研究の実施と遂行が急務の課題である
と考えられる。具体的には、（1）ＨＲＭ施策
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と企業業績（さらには戦略）との関係の「因
果関係の流れ」（causal flow）に着目する視点
（Takeuchi et al., 2006; Wright et al., 2005）、（2）
企業業績の規定要因として、ＨＲＭ施策と産
業特性などの外部環境との整合性に着目す
る視点（Datta et al., 2005）、及び（3）組織レ
ベルのＨＲＭ施策と企業業績との関係に介
在するブラックボックス（特に個人レベルの
従業員の態度や行動への影響）を解明する視
点（Chang, 2005; Whitener, 2001）の３つの視
点を組み込む研究が求められている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、既存の理論仮説の検証仮説の
枠組みを超えた、ＳＨＲＭプロセスの解明に
研究の焦点を合わせる。具体的には、採用、
人事評価・報酬・能力開発の諸制度を含む
HRM システムが、従業員態度・行動に与え
る影響過程（プロセス）をアジアにおける国
際比較の視点から明らかにすることを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、定量的な調査方法を中心に研
究を進めた。具体的には、文献のサーベイを
通じて設定した仮説をもとに、日本・ベトナ
ム・中国・韓国を含む主要国の企業と従業員
を対象にした質問紙調査票を設計し、それら
調査票を対象企業に配布した後、回答の得ら
れた調査票を回収するという作業を行った。
得られたデータは、多変量解析により統計的
に分析・処理された。 
 
４．研究成果 
 アジア企業の定量的・定性的調査の結果、
ＨＲＭシステムが従業員の態度・行動に与え
るプロセスが明らかとなった。とりわけ、企
業の実施するＨＲＭの諸制度・施策を、制
度・施策の受け手である従業員がいかに評
価・認識しているかが、その後の彼・彼女ら
の効果的な行動を引き出す上で重要である
ことが浮き彫りとなった。この点は、ＨＲＭ
施策自体が、雇用主（経営者）のメッセージ
としての役割を果たし、従業員に正確にその
メッセージが伝達され、認識されることの重
要性を指摘した既存のコミュニケーション
理論の考え方を支持する結果といえる。こう
した見解は、欧米の一部の研究者によって提
唱されてはいるものの、アジアの企業を通じ、
経験的な事実をもって確認した研究は存在
しておらず、その意味で本研究成果は、既存
の当該研究の理論の部分的な妥当性やアジ
アにおける一般化可能性に関して、一定の貢
献を与えたものと評価できる。 
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